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1.まえがき

このたび、は、 MAEDA定置式凍結防止剤散布装置をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

本書は、当装置を安全に、効果的に使用していただくためのガイドブ、ソクです。

本書は、当装置の運転と整備の手)11買とそれを実行するときに厳守しなければならない注意事項を記述するものです。

ほとんどの事故は、基本的な安全規則を守らない運転、点検、整備が原因で発生しております。当装置を使用して

いただく前に、必ず本書を読み、運転、点検、整備を十分に理解された上で、使用してくださいますようお願いい

たします。

本書に従わなかった場合、重大な事故に結びつくことがあります。

A 警告 | 

この装置を不用意に使用すると、重傷もしくは死に至ることがあります。

運転者および保守要員の方は、この装置の操作または保守を行なう前に本書を良く読んでください。

本書は、便覧として指定の場所に保管し、装置を扱う全員の方が定期的に見るようにしてください。

-本書の説明を完全に理解されるまで当装置を使用しないでください0

・常に本書を手元に保管し、繰り返し読んでください。

・本書を紛失または損傷した場合は、速やかに当社または当社販売サービス庖に発注してください0

・当装置を譲渡されるときは、次の所有者に、本書を必ず添付し譲渡してください。

・本書の説明、数値およびイラストなどは、本書を作成した時点での情報に基づいております。装置の不断の改

良により、本書の説明・数値およびイラストなどは、変更されることがあります。これらの変更はサービス作

業に影響を与えることがありますので、作業を始める前に、当社または当社販売サービス庖に相談し、最新

の情報を入手してください。

・安全について、安全のメッセージおよび安全項目について説明しであります。

本商品には保証書を添付しております。保証書はよくお読みいただき、販売居名及び捺印をご確認いただき、大切

に保管してください。
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2.安全についてのインフォメーション

本書および、当装置の安全ラベjレをより良く理解いただくため、安全のメッセージを次のように使い分けておりま

す。

，!116園陸軍
誤った取り扱いをした場合、死亡もしくは重傷となるさしせまった危険な状況を示すものです。

また、危険の回避の方法を明示しております。

，!司匡量匪書

誤った取り扱いをした場合、死亡もしくは重傷となる可能性が高い危険な状況を示すものです。

また、危険の回避の方法を明示しております。

，!司庫量園閣.

誤った取り扱いをした場合、障害、または装置および作業機の重大な破損に至る可能性のある状況を示すものです。

また、危険の回避の方法を明示しております。

また、装置のために必ず守っていただきたいことや、知っておくと便利なことを次の表示で記載しております。

|アドバイス|

誤った取り扱いをした場合、装置および作業機の損傷または寿命を短くする可能性のある場合を示します。

補足説明

知っておくと便利な情報です。

本書に示されている運転操作および整備の手順並ぴに安全に関する注意事項は、当装置を使用目的に沿った作業

に使用する場合のみに関するものです。当社はすべてのお客様が当装置を使用する際のあらゆる状況を予測するこ

とはできません。そのため本書並びに当装置に表示されている注意事項は、安全に関する事柄をすべて網羅したも

のではありません。もし本書に書かれていない運転操作や点検整備を行う場合、安全に関する必要な対策はすべて

お客様ご自身の責任でお考えください。なお、その場合も、本書で禁止されている作業や操作は絶対に行わないで

ください。
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..，.L・ー

女 全 編

全ての安全注意事項を読んで‘守ってください。

本書に従わなかった場合、重大なけがや死亡事故に結びつきます。
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運転に関する注意事項 安全編

[3J散布装置使用期間前の点検(シーズン開始前整備)
散布期聞が開始する直前に必ず次の点検を行ってください。これらの点検を怠ると、機械の故障や破損により、凍

結防止剤の散布が行われず、路面が凍結し走行車両のスリップ事故を誘発する原因になります。cr点検整備編7.1
シーズン開始前整備」の項参照)

・本体の損傷有無と取付ボルトの緩み。

・周辺機器、周囲環境に異常がないか確認。

・パ、ソテリー容量の確認・整備(充電，補水)ならびに配線の接続有無0

・タイムスイッチの設定値の確認、調整ならびに電源投入有無。

・配線の損傷有無。

・手動散布による散布状況の確認。

[4J散布装置使用期間中の点検(日常点検整備)
散布期間中は、凍結防止剤の補給作業時など定期的(一週間に一度を目安)に次の点検を行ってください。これら

の点検を怠ると、機械の故障や破損により、凍結防止剤の散布が行われず、路面が凍結し走行車両のスリ、ソプ事故

を誘発する原因になります。cr点検整備編7.2日常点検整備」の項参照)
・ホッパ内の凍結防止剤残量の確認と補給。

・本体の損傷有無と取付ボルトの緩み。

・本体の汚れ除去と散布口、ホッパ内の凍結防止剤の固着確認および、除去0

・配線の損傷有無。

・手動散布による各部の作動確認と警報灯、警報音の確認0

・バッテリ容量の確認。

・タイムスイッチの設定値の確認ならびに電源投入有無0

・散布路面に凍結がないかの確認。

・装置上、周辺の除雪。

装置の上や周辺に雪や氷などが積もっていると、装置の破損や凍結防止剤の散布に支障をきたすことがあるため、

必ず取除いてください。また警報灯や人・車センサーに積もった雪も確実に取除いてください。

[5J散布装置使用期間後の点検(シーズン終了後整備)
散布期闘が終了した直後に必ず次の点検を行ってください。これらの点検を愈ると、機械の故障や破損の原因とな

ります。cr点検整備編7.3シーズン終了後整備」の項参照)
・手動散布による作動状況の確認。

・ホッパ内の凍結防止剤の除去ならびに、本体と散布口の汚れ除去0

・本体の損傷有無。

・本体力パー内部およびホッパ、散布口、卜ビラスライド部の洗浄0

・各部のグリース給脂、塗布0

・取付けボルトの緩みの確認。

[6J設置場所の注意

装置の設置場所は次の事項を確認してください0

・走行車両や歩行者の通行を妨げないか。

・コンクリー卜による基礎が打設しであるか0

・装置がほぼ水平に設置できるか。

・アン力ボルトにより装置本体を固定しているか。
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3.点検・整備に関する注意事項

3.1整備前の注意事項

[1 ]故障連絡

・当社の取扱説明書にない整備を行うと、思わぬ故障の原因になりま

す。

当社または当社販売サ ビス庖に修理をご依頼しでください。

・故障やトラブjレが発生した場合の連絡先を装置本体の「管理者記入

銘板」に、あらかじめ記入しておいてください。

[2]洗浄してから点検・整備

・点検-整備をする前に機械を洗浄し、装置内にごみが入らないよう

にすると共に、安全に整備できるようにしてください。

・整備する装置が汚れたままの点検・整備は、不具合箇所の発見を難

しくするだけでなく、ごみや泥が自に入ったりするなどのけがをす

る危険があります。

・洗浄するときは、つぎの事項を厳守してください。

・スリップ止め付きの靴を使用し、足場のぬれによる滑り転倒を防止

してください。

・高圧スチーム洗車機を使用するときは、保護異類を着用してくださ

い。高圧水に触れて、肌が切れたり、泥などが飛び自に入る事故を

防止してください。

・電気系統(各種センサ-コネクタ-コントローjレホ‘ツクス類)①に

水を直接かけないでください。電気系統に水が入ると作動不良を起

こし、誤作動の原因となることがあり危険です。

[3]作業場所の安全確保

・作業現場に危険がないか、事前に確認してから作業を始めてください。

965-42730C口

・道路上での作業は、誘導員を配置したり、固いを設けたりして「立ち入り禁止」とし、走行車両と歩行者の安全

を確保してください。

・作業現場に人が入らないように「立ち入り禁止」とし、人が近づかないよう措置を講じてください。

動いでいる装置に譲近すると、謹触による強打や、挟まれたりして重大な人身事故または死てにつながります。

[4]作業場所の整理・整頓

・作業場所は、邪魔になるような工具-ハンマなどは片付け、グリ ス・油など滑りやすい物は拭き取って、安全

に作業できるように整理・清掃してください。

作業場所を乱雑にしておくと、つまずき・滑りなどで転倒して、けがをする恐れがあります。

[5]共同作業は指揮者の指示で

・装置の修理、または作業装置の取り外し・取り付けの作業を行うときは、作業を指揮する人を決め、その人の指

示に従ってください。

共同作業時は、作業者聞の意思伝達の食い違いによる、思わぬ事故を起こす危険があります。
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運転中は、回転部分に触れないでください。
回転部分の点検整備は、必ずメイン電源ヒ
ューズを抜いてから行ってください。



安全編

[5J適切な工具の使用

・破損もしくは劣化した工具の使用、または使用目的以外で工異を使

用しないでください。整備作業に合った工異を使用してください。

頭のつぶれたタガネ、ハンマの破片などが自に入ると、失明の恐れ

があります。

[6J照明器具の取り扱い

・燃料-オイル・バッテリ液などを点検する場合は、防爆仕様の照明

器具を使用してください。防爆仕様の照明器異を使用しないと、引

火し爆発の危険があります。

・暗い場所で照明器具を使用しないて、作業をすると、けがなどの恐れ

があります。必ず照明器具を使用してください。

暗いからといって、ライタなどの火気を照明がわりにしないでくだ

さい。火災の危険と、パ、ソテリのガスに引火して爆発する恐れがあ

ります。

[7J点検整備中はバッテリ端子を外す

・電気系統を修理する場合や電気溶接を行う場合は、パ、ソテリの(一)

端子をタ卜して電気の流れを止めてください。

*1操作編6.バッテリの取り扱い」のI買を参照してください。

[8J火災発生の危険防止

整備時は、オイル・パ、ソテリなど引火する危険のあるものも取り扱い

ますので、つぎの事項を厳守してください。

・燃えやすい油脂類は、火気から離して保管してください0

・オイルの補給中は、持ち場を離れないでください。

・部品などの洗浄油は不燃牲のものを使用し、軽油やガソリンなど引

火の恐れのあるものは使用しないでください。

・点検・整備しながら、タバコを吸わないでください。タバコは決め

られた場所で吸うようにしてください。

・オイル-バッテリ液などを点検する場合は、防爆仕様の照明器具を

使用し、ライタ・マッチなどを照明代わりに使用しないて、ください0

・電気接続部のゆるみや損傷によりショー卜(短絡)を起こし、火災

の原因となります。日常点検時に点検してください。

点検・整備場所の近くに消火器のあることを確認しておいてくださ
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整備中の注意事項

[9J装置上側での作業時の注意

・装置のホ、ソパ上部のフタに乗ったリ、ホッパ内に乗込んだりしない

でください。装置の損傷や人身事故の原因となります。

・ホ、ソパ上部のフタ及びホッパ内部の、雪の除去や清掃などを行うと

きは、付属のステップや脚立などを使用してください。

・ステップや脚立などに乗り降りするときに警報灯や人-車センサ

(オプション)などの装置付属品に手や足を掛けないでください。

装童の損傷や人身事故の原因となります。

[10J散布装置作動中の散布口前面に立ち入らない

・スピンナーが作動しているときは、散布口の前面には絶対に立ち入

らないでください。ホッパに内に凍結防止剤がなくても、外れたボ |〆

jレト、ナット類や金属片などが散布される危険があり、重大な人身

事故の原因となります。

[11 Jハンマ作業時の破片に注意
ハンマ作業時は、保護めがね・ヘルメットなどの保護異を着用して、

真鍋棒などをハンマとの聞にかまして打撃してください。

固い金層部品に打撃を与えると、破片が自に入り負傷する危険があり

ます。

[12J溶接補修時の注意

溶揮を行うときは、設備の整った場所で行うとともに、溶接は有資格

者の方が行ってください。

溶接時には、ガス発生や、火災 感電などの恐れがありますので、無

資格者の方は絶対にしないで、ください。

溶接の有資格者の方は、つぎの事項を厳守してください。

・パ、ソテリの爆発防止のため、パ、ソテリ端子をタ卜してください。

・溶接箇所の塗装は、ガス発生防止のために、はがしてください0

・保護異を着用してください。

・換気を良くしてください。

・可燃物を片付け、消火器を準備しておいてください。
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3.3点検・整備後の確認

点検-整備項目の実施もれ、整備した箇所の機能・動作確認などを実

施しないと、予期せぬ不異合が発生し、人身事故の原因となります。

つぎの事項を厳守してください。

[1 ]電源切断時の確認

点検整備箇所の抜けがないか。

点検・整備が全て間違いなく行われているか。

工異・部品類が落ちていないか。特にホッパ内部やスピンナ 部、

装置内部に落ちていると危険です。

液漏れ、油漏れ、ボjレ卜の締め忘れ、力パ一類の締め忘れなどがな

し1か。

[2]電源投入時の確認

電源投入時の確認は、r3.2[4J電源投入中の整備は2人以上で」のI買を参
照して、安全に十分注意してください。

点検・整備箇所の作動は正常か。

手動散布を行ったとき、異音や油漏れなどや散布状況に異常がない

か。

タイムスイッチの設定値が正常に設定されているか。

最終確認として自動散布の電源スイッチが入っているか確認してく

ださい。

[3]廃物処理時の注意

人や動物が住む地域の環境汚染を防ぐため、つぎの事項を厳守してく

ださい。

下水道.J 11などに廃油や不用となった凍結防止剤を捨てないて恥くだ

さい。

装置からのオイルは、必ず容器に排油してください。絶対に地面に

直接排油しないでください。

オイル-グリース・バッテリなどの有害物質や不用となった凍結防

止剤を処分するときは、適用される法規・規則に従ってください。
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各部の名称と説明 操作編

[12] バッテリチ工ツカー(装着されていないものもあります。)

メインモータ作動中のバッテリ容量を示す装置であり、指針が示す緑、黄、赤の色によりバッテリ 容量状態

が判断できます。

[13]音声警報装置(装置されていないものもあります。)
散布装置の作動を音声によって知らせる装置であり、散布装置の作動が開始してから停止するまで、「凍結防止

剤散布中につき注意」の旨が音声で発せられます。

[14]本体吊り上げ部
装置本体を吊リ上げるときに使用します。

ゴムキャップを外し、内部のネジ部①に付属のアイボルトを

ねじ込み、 2ケ所で吊り上げます。

U 
久¥電極ITIJ

[ 15]バッテリカバー(脚なし仕様)
バッテリを保護するための力パーで、内部はバッテリとパ、ソ

テリケースが入ります。

[ 16]バッテリケース
バッテリを収納するケ スで、内部に断熱用の発砲スチ口 jレが入っています。

[ 17]バッテリ

本装置を駆動させる電源で、 12Vのパッテリが2墓付属されます。(直列接続24V仕様)

[ 18]アンカーボルト

装置を基礎に固定するためのものです。

[19]口ータリアジャスター
接地部の高さを蛮えることができ、高さが合わないときや、水平を取りたいときなどに使用します。

[20]脚(脚付仕様)
積雪などにより装置の散布高さを高くしたいときにこの脚を取り付けます。

脚付仕様の場合、バッテリとバッテリケースは、装置の下に設置されます。

[21]ステップ(脚付仕様)
脚付仕様に付層されるもので、凍結防止剤投入時やホッパ等のメンテナンス時に、作業者が乗ります。

3~4 

白





コントロー)l;部各部の名称 操作編

[8] rONタイマ」ボタン

散布時間帯のON(開始)時刻を設定、確認するときに使用します。

[9] fOFFタイマJボタン

散布時間帯のOFF(終了)時刻を設定、確認するときに使用します。

[10] rHJボタン

現在時刻や散布時間帯などの設定を行なう際、設定値を蛮更するときに使用するボタンで、このボタンを押すと

設定値が上がリます。

[11] rMJボタン

現在時刻や散布時間帯などの設定を行なう際、設定値を変更するときに使用するボタンで、このボタンを押すと

設定値が下がります。

[12] rタイマJランプ
「選択」ボタンにより選択された散布時間帯を示すランプで、選択された部分が点灯します。

[13] rONJランプ

各散布時間帯のON(開始)時刻が選択されていることを示すランプで、選択されると点灯します。

[14] rOFF Jランプ

名散布時間帯のOFF(終了)時刻が選択されていることを示すランプで、選択されると点灯します。

[15] r温度」ランプ
「選択」ボタンにより散布温度が選択されていることを示すランプで、選択されると点灯します。

[16] r時間」ランプ
「選択Jボタンにより散布秒数が選択されていることを示すランプで、選択されると点灯します。

[17] r手動散布」スイッチ
このスイッチを操作することで、手動散布を開始します。

[18] r自動散布」スイッチ
このスイッチを操作することで、自動散布の開始 (ON)または停止 (OFF)を行います。
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3.運転操作

3.1装置作動の流れ

・タイムチャート

AM4:00 ON ON 

散布可能
設定時間

(標準設定 1 1"'¥11.1 
|同，

I I I設定時間内に1度だけ検出して散布作動する。 (1度散布すると、散布後、-3'C以下が続いても散布しません。
散布設定温度 I I 散布が必要なときは、手動で散布してください。)
(標準設定-3t)

自動散布
設定時

ーーー一一一一ードー一一一一ーーー一一一一一司ーーー一一一一一一一ー一ー一一一ー -一一一一一一 ー一一一ー一一ーー一一一一ーーーー一一一-ーー一一一一ーーー一一ー一一一ー

/¥トライト

前面トビラ

メインモ-:$1

シャツヲー

ON 

時間はおおよその時間であり、多少バラツキがあります。

8時い←上寸卜 8Sec

e
 

eo 
q'』ト開一門

叶IC
I
t
-
-
-
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s
i
l
i
-
-
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』
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操作の流れ

3.2操作の流れ

3.2.1 操作前の点検

3.2.2 タイムスイッチの各設定値の確認及び設定

3.2.3 パ、ソテリチェッ力の操作方法

3.2.4 音声警報装置の操作方法

3.2.5凍結防止剤の投入(ホ、ソパ-内残量不足時)

3.2.6手動散布操作及び操作中の点検

3.2.7 自動散布の設定

3.2.8操作後の点検

3.2.1操作前の点検

操作編

A 警告 目
-カバー上部のフタを聞けるときは、付属のステップや脚立などを用い、カバー上に身体を乗り上げるようなこ

とはしないでください。

・本装置には、粒状の凍結防止剤(粒状塩化カルシウム，粒状CMA，粒状NaCI)以外は使用しないでください。

他の凍結防止剤を使用すると必要な散布範囲が確保できず、また装置の故障などにより、路面が凍結し走行車

両のスリップ事故を誘発する原因になります。

[1 J凍結防止剤の投入状況点検
・ホッパ内の凍結防止剤が「凍結防止剤最大投入レベル線」①まで入っ

ているか確認して下さい。レベjレ線①より少ないときは、凍結防止剤

を補給してください。

・投入されている凍結防止剤が、粒状の凍結防止剤(粒状塩化力jレシウ

ム，粒状CMA，粒状NaCI)であるか確認してください。

[2J見回り点検

・本体外部の損傷有無

本体力パーや脚部、前面扉などに破損，亀裂，蛮形がないか点検し、異常があれば修理してください0

・各部ボルトの緩み有無

各部ボjレ卜，ナット類の緩み，曲がり，損傷などがないか点検し、異常があれば交換してください0

・外周りの汚れの有無

安全銘板や本体力パ一周りに泥や油などの汚れがないか点検し、汚れがあれば清掃してください0

・ホッパ内凍結防止剤の凝固有無

ホッパ内の凍結防止剤に固まりがないか点検し、固まりがあれば取り除いてください0

・散布口の凍結防止剤の付着有無

ホッパ底面下部の筒状散布口内部に凍結防止剤の付着または凝固がないか点検し、固まりがあれば取り除いて

ください。

スピンナ周辺に凍結防止剤が堆積していないか点検し、 ii積があれば取り除いてください0
・パ、ソテリ配線の損傷有無

電気配線に損傷やキズがないか、また、クランフ・コネクタにゆるみやはずれがないか点検し、異常があれば交

換してください。

・装置の上や周辺の除雪

装置の上や周辺に雪や氷が付着、推積していないか点検し、推積があれば取り除いてください0

・装置の設置状態の確認

アン力ボjレ卜のゆるみや外れがないか、また装置の設置位置がはずれていないか点検し、異常があれば修理し

てください。
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操作編操作の涜れ

|アドバィス|

*タイマ1とタイマ2には、あらかじめ工場出荷時に初期設定値が設定されています。

この時間に散布を必要としない場合は、設定を取り消してください。

初期設定値 タイマ1 4: 00-6: 00 

タイマ2 17: 00-20 : 00 

[3]タイマの取消し方法

マJE
 ヲコ
:

(

 

E

・。タイマ

3 
(寸

ONタイマ

iI 
(1) r選択」ボタンを押し、タイマの下のランプを取消した
いタイマの番号に合わせます。

時間
(i 

~I 温度。!っ40
 (2) rONJボタンを押し、散布時間帯のON時刻を表示しま

す。

(3) r取消」ボタンを3秒以上押します。表示窓に「一一:
--Jが表示されます。

(4) rOFF Jボタンを押し、散布時間帯のOFF時刻を表示し
ます。

(5) r取消」ボタンを3秒以上押します。表示窓に「一一・
一一jが表示されて、タイマの取消が完了します。

[4]散布温度の設定方法

(1) r選択Jボタンを押します。ランプを「温度jの下に合

OFFタイマ

5 '1温度時間

01.三Cl
4
ヘ
/
)

作一

3

コ

タ

一

(2
0
 

ONタイマわせます。表示窓に現在の設定温度が表示されます。

(2) rHJボタンと rMJボタンを使い表示窓の数字を設定
したい温度に合わせます。(設定可能な温度範囲は十5

OC"'-200Cまでです)

(3) r設定」ボタンを押して、散布温度の設定が完了します。

散布時間の設定方法[5] 

作
間
二
¥
¥

門
0
1
¥
てん/

町

制

。5
(
)
 

ONタイマ
( ) 

(1) r選択」ボタンを押します。時間の下のランプが点灯し
ます。

表示窓に r6Jと表示します。(初期設定値)

4
0
 

2
戸
(
)

10-(2) rHJボタンとrMJボタンを押し表示窓の数字を設定し
たい時間に合わせます。(設定司能な散布時間範囲はO

'" 1 0秒までです。O秒を選択した場合は散布されません)

(3) r設定Jボタンを押して、散布時間の設定が完了します。
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操作の流れ

[6]散布記録の読み出し
(1) rウェイクア、ソプ」ボタンを押します。表示窓に現在の時刻を表示します。

操作編

(2) r記録」ボタンを押します。表示窓に rOJと表示します。散布記録がないときは r--:--Jと表示されます。

(3) rHJボタンを押し、何日前の散布記録を読みだすか決めてください。

(表示窓の数字が rO→十・→Oのように」表示します)

表示窓の数字は、 O→今日、 1→前日、 2→2目前 を表わします。

(4) rMJボタンを押します。ボタンを押すごとに、その日の散布した時刻が新しいものから順に表示窓に表示され

ます。このとき自動散布の場合は、 ONタイマー下のランプが、手動散布のときはOFFタイマー下のランプがそ
れぞれ点灯します。

操作例

2日前の散布記録を確認する場合

1. rウ工イクアップ」ボタンを押します。

2. r記録Jボタンを押します。
3. rHJボタンを2回押します。表示窓に r2Jと表示させます。

4. rMJボタンを押します。 1回目でONタイマー下のランプが点灯し表示窓にr4: 30Jと
表示され、 2回目でOFFタイマー下のランプが点灯し表示窓に r15:00Jと表示された
とします。

3回目で 1回目と同じ表示をした場合は、 2目前の散布記録は、自動散布日:30J、手

動散布 r15: OOJに散布されたことになります。

アド1¥イス

女散布結果を記録できる回数は255目前までです。散布団数では64四分の記録ができます。それ以上の日数や回

数になると古い記録から自動的に消去されます。また長時間バッテリをはずした状態で放置すると記録はすべ

て消えてしまいます。

[7]動作チェックモード
この装置には、各アクチュ工ーターの作動確認やパ、ソテリ電圧を確認する動作チェックモード機能を装備しています。

(1 )チェックモード機能

1.表示窓に何も表示していない状態で「チェック」ボタンを押したまま「ウェイクアップ」ボタンを3秒以上押

し続けます。警報灯が回転して、警報音が鳴ります。

表示窓に現在のパ、ソテリーの電圧を表示します。

パ、ソテリの電圧が22V未満になると、 ONタイマー、OFF
タイマ の下のランプが点滅して知らせます。ランプが

点滅した場合はパ、ソテリーの斐換または、充電をしてく

ださい。

OFFタイマ
¥a且/

¥勺1¥¥
里i温度時間
l~)) C) 

7
一¥一
2
0

例・…十
側
¥
一
/
ノ
1 4

(
)
)
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操作編

5.長期保管

5.1保管前の処置

アドバイス

保管前に必ず、ホッパ内の凍結防止剤を除去し、装置の洗浄をおこなってください。

長期保管するときは、つぎのようにしてください0

・各部の洗浄・清掃後は屋内に収納してください。

長期保管

やむを得ず屋外に置くときは、洪水または他の災害を受けにくい平地を選んでビニールシートなどで覆いをしてく

ださい。

・給脂、オイル支換をもれなく行ってください。

・パ、ソテリは配線を外して、装置から回収し屋内で保管してください。 (1操作編6.バッテリの取り扱い」の項参照)

・シーズン終了後整備を行って、装置の点検を入念に行って下さい。

5.2保管中の処置

保管期間中は、月に 1度はパ、ソテりを充電してください。

5.3保管後の処置

アドバイス

長期保管中、月に 1度のバッテリ充電を行わなかった場合、装置を再使用する前に当社または当社販売サービス

庖にご相談してください。

長期保管した後、装置を使用するときは、つぎのような処置をしてから使用してください0

・給脂をもれなく行ってください。

・パ、ソテリ液量点検、比重点検を行った後、バッテリケーブルを(十)側から接続してください。 (1操作編6.パッテ

リの取り扱い」の項参照)

・シーズン開始前整備を行って、装置の点検を入念に行って下さい。
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点検整備編

点 検・整備編
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整備上の注意 点検整備編

1.整備上の注意
本装置を故障なく安全に使用いただくために、本書に記載されている点検・整備項目およびその方法をよく理解し、

各部の点検・整備を確実に行ってください。

A 警告

-本書に記載されている点検・整備以外行わないでください。

個人の判断で行うと、重大事故や故障につなが、る恐れがあります。

故障や不具合の判断ができない場合は、当社または当社販売サービス屈まで修理をご依頼ください。

・ご使用中や点検の結果、万一故障や不具合が発見されましたら、事業者の方または責任者の方に速やかに報告

し、当社または当社販売サービス庖まで修理をご依頼ください。

・点検・整備作業は、足場のよい平地に止めて行ってください。

[1 ]交換部品は純正品を

支換部品には、当社指定の純正品をお使いください。

[2]使用油指は純正品を

使用油脂には、当社指定の純正品をお使いください。

[3]オイル、グリースは清浄なものを

オイル、グリースなどは、清浄なものを使用し、容器もきれいなものを使用して、ごみの混入を防いでくださ

[4]ごみの混入に注意

オイルを点検・~換するときは、ほこりのたたないところで行い、ごみの混入を防いでください。

[5]警告札を付ける

点検-整備中は他の人が誤って装置を始動するのを防ぐため、操作盤に警告札をつけてください。

[6]注意事項を守る

装置に貼り付けてある注意事項を守って作業してください。

[7]ポケットの中身は落とさない

ホッパ上部力パーを開けて下向きで点検整備するときは、内部に物を落とさないようにポケットの中の物は取

り出しておいてください。

[8]洗浄時の注意

(1)電装部品およびコネクタに直掻スチームなどを噴射してはいけません。

(2) コントロール部には、水をかけないてもください。

(3)掃除をするときは、水をかけながらきれいなウエスで泥、ほこりなどを洗い流してください。

[9]オイルは混用しない

メー力の異なるオイルおよび種類の異なるオイルの混用は、絶対にしてはいけません。

補給するときは、全量受換してください。

~換部品は、当社純正品を使用してください。
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点検整備編

2.整備の基本的内容

[1 ]電装部品の取り扱い

整備の基本的内容

(1)電装部品は水に濡れたり、被覆の破れがあると漏電し、装置の作動を狂わせたり誤作動させたりし、非常

に危険です。

(2)点検整備は、配線、コネクタ類の傷確認、バッテリの液量点検があります。

(3)装置に装着されている機器(電装部品)は、絶対に装置から取り外したり、分解してはいけません。

(4)オプションとして準備されている装置以外の電装部品は、取り付けてはいけません。

(5)洗浄時や雨(雪〉のときは電装部品に水がかからないように注意してください。

(6)凍結防止剤を使用するため、電装部品の手入れをよくして腐食を防止してください。

[2]オイルの取り扱い

(1)オイルは、時間とともに劣化が進行します。取扱説明書に記載されているグレード(等級)のオイルを必

ず使用してください。たとえ、オイルが汚れていなくても定められた時間で必ずオイルを斐換してくださ

いO

(2)オイルに異なるグレード、銘柄の異なるオイルを混入してはいけません。

(3)オイルの量は、定められた量を注入してください。オイルが多すぎても、少なすぎてもトラブjレの原因と

なります。

[3]グリースの取り扱い

(1)グリースは接合部などのこじりや騒音の発生を防止します。

(2)給脂後の押し出されたグリースはきれいに拭き取ってください。

3.消耗部品

消耗部品は、定期整備時または摩耗限度前に交換してください。

消耗部品を確実に交換し、本装置をより経済的にお使いください。

部品安換には、必ず純正品をご使用ください。

部品要求の際は、パーツ力タログにより品番を確認してください。

I買 自 交換時間

-バッテリ 3 年毎

-ホνパ内スピンナ力パーパッキン *3 年毎

-マイクロスイ、νチ *3 年毎

-トビラ口 ラ 女 5 年毎

-スピンナ力パ 5 年毎

-減速機内潤滑油
5 年毎

ダフ二一スーパーマルチ10

ヲ~~換期間欄の r*J 印を付けた斐換期間は、休車期間も含みます。

*部品の安換は、最寄りの当社または当社販売サ ビス庖にご依頼してください。
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点検整備編 日常点検整備

7.2日常点検整備

散布期間中は、凍結防止剤の補給作業時など定期的 (1週間に 1度を目安)に次の点検を行ってください。これ

らの点検を怠ると、機械の故障や破損により、凍結防止剤の散布が行われず、路面が凍結し走行車両のスリップ

事故を誘発する原因になります。

[1 ]ホッパ内の凍結防止剤残量の確認と補給

アドバイスト

・ホッパー内に投入する凍結防止剤の量は、設置場所の気象条件に合わせ、 1週間程度で凍結防止剤がほぼ空に

なるように調整してください。凍結防止剤を 1週間以上ホッパ内に放置しておくと固着の原因になります。

・ホッパー上部フタ①を閉める際は、必ず支持金具③のロックを外してから閉めてください。支持金具③を外さ

ずにフタ①を閉めようとするとフタが破損する恐れがあります。

(1)ホ、ソパ上部フタ①の止め異②をタトし、フタを聞けて支持金異

③で固定してください。

(2)ホッパビ二jレ力パー④をいっぱいに聞けてください。

(3)ホッパ内の凍結防止剤が、ホッパ側面にある「凍結防止剤最

大投入レベjレ線J⑤まで、入っているか点検してください。
(4) r凍結防止剤最大投入レベル線」⑤に満たないときは、凍結
防止剤が不足していますので「凍結防止剤最大投入レベル線」

⑤まで投入してください。

(5) r凍結防止剤最大投入レベjレ線J⑤を超えているときは、凍
結防止剤を入れすぎていますので、「凍結防止剤最大投入レベ

jレ線J⑤が見えるまで掻き出し、処分してください。
(6)ホッパビニル力パ-④を閉めてから支持金具③を外しホ、ソパ

上部フタ①を閉め、止め異②で固定してください。

[2]本体の損傷有無と取付ボルトの緩み
(1)本体FRP力パーの損傷を点検してください。

(2)前面扉の損傷、曲がりなど点検してください。

(3)名取付ボルトの緩みがないか点検してください。

(4)ホッパ上部フタの損傷を点検してください。

(5)ホッパ上部フタの止め異(2個)を外し、フタを開けて支持金異で固定してください。

(6)ホ、ソパビ二jレ力パーのやぶれ、損傷、マジ、ソク部のはがれ等を点検してください。

(7)ホッパピ二jレ力パーを聞けて、ホ、ソパとかくはん翼の損傷、歪形および取付ボルトの緩みがないか点検して

ください。

(8)ホッパビ二jレ力パーを閉めてから支持金具を外しホ、ソパ上部フタを締め、止め異 (2個)で固定してください。

(9)バッテリケースの損傷、変形および取付ボルトの緩みがないか点検してください。

[3]本体の汚れ除去と散布口、ホッパ内の凍結防止剤の固着確認および除去
(↑)ホッパ上部フタ①の止め異②をタトし、フタを聞けて支持金臭

③で固定してください。

(2)ホッパビ二jレ力パ一④をいっぱいに聞けてください。

(3)ホッパ内の凍結防止剤に固まりがないか、かくはん翼⑤周辺

に固着がないか点検し、固着があれば取り除いてください。

(4)ホッパピ二jレ力パ一④を閉めてから支持金具③を外しホッパ

上部フタ①を締め、止め異②で固定してください。
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点検整備編

定置式凍結防止剤散布装置 DSF 020 

シーズン終了後整備実施記録表

客先名 型 式 DSF020-3'DSF020-3C 

製造番号 No 

保証書番号 No. 
E[J 

車内 入 日 年 月 日

点検実施事業者名 責任者 点検者 実施年月日 チェックマーク

済・良=v
印 年 月 日

該当なし=一

整 備 内 ~す~‘ 実施 部品交換

ホッパ内の塩力ルの除去。
整

備 外回りの清掃。(本体ケース及びバッテリーケース)
円リ

本体の損傷の有無の確認。 (FRPが割れていないか等)

本体内部の清掃。(付着した塩力jレの除去)

整
ホッパ、ホッパ力パーの洗浄。

散布口の清掃。

配線の損傷の確認。

儒 トビ、ラAss'y吉sの整備。(ローラ部分のメンテナス)

各部のクやりスア、ソプ。(整備マニュアjレ参照)

整 各部ボjレト-ナ、ソトの締めつけの確認。

備

千愛 作動確認。(手動ボタンにで1回作動確認〉

※整備については、整備マニュアjレを参照のうえ、実施のこと。

設霊場所

整備実施場所

保管場所
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オプション編
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人-車センサー オプション編

1.人・車センサー
凍結防止剤散布中に散布範囲内やその周辺に走行車両や歩行者が立ち入ったときに、走行車両や歩行者を検知し

散布装置を一旦停止することで、散布されている凍結防止剤が走行車両や歩行者に当たらないようにするための

センサです。

[1 ]センサ一作動の流れ

1.散布実施設定時間範囲(例:AM4:00~AM6:00)

2.散布実施の設定外気温以下(例:_30C) 

~一一一一一一~\

く5a.人・車がいる(センサー出力信号Lo)

3~4分後リトライ 3.散布装置パトライト点灯

4.散布装置フロントシャッターを聞く

」一一ー---一一一一一一一一一一一司ーーl自由一ー一司--一一一一ーーーーーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一一一一

5.人・車センサーが作動する

v 

5b.人・車がいない(センサー出力信号2sec以上Hi)

人・車がいなくなるのを待つ

2分以内に人・車がいないことを検知できない場合

6.散布装置スピンナが回転する

7.散布剤投入口シャッターが開(散布開始)

8.散布をしている時聞が設定された時間に
なったらシャッターを閉じる(例:6秒)

9.散布装置スピンナの回転が止まる

~
る
一
一
じ
一

一
閉
一

一
を
一

一
一
一

-
ゐ
f

一

一

V
J
-

一
ヤ
一

一
、
ン
一

一
・
ト
一

一、/一ー

一
口
一

一
フ
一

一
置
一

一
進
弘
一

一
布
一

一
散
一

-
n
u
-

-

11.散布装置パトライト消灯

※ …ー…・内は、人・車センサーの動作フローを示しています。
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人・車センサオプション編

[2]検知範囲図

時速40/hで走行する車と散布装置付近の歩行者lこ、凍結防止剤を散布しないように散布制御するときの設置例

です。

Eごヨセンサー検知範囲
⑨⑧⑧は人・車センサー設置位置

人・草センサー1台の最大検知範囲目安
上面、側面共に下記の通りである。

(唱
M
R
噌
制
収
)

Eω
ド

1.センサー検知について
凍結防止剤の散布時聞が標準 16秒」とすると、 16秒分に
対応する時速40Km/hの車の移動距離分」及び「散布範囲
分(片側15m)Jの検知距離が必要となります。

※散布装置はトビラがよがった後 12秒間」、センサー
が車がいないと判断した日寺、凍結防止剤の散布を開始し

ます。

2.センサー検知範囲について
片側散布範囲 A=15m 

散布時間6秒間に時速40Km/hの車が進む距離 B=秒66m

検知しなくてはならない範囲 C=A+B=約31m

センサ 宣言大検知範囲 0=約ワ5m

散布装置からセンサー取付位置までの距離

検知する範囲 G=D十E=約35m

※ G~三Cより時速40km/hの車が散布装置付近「約31mJ に

進入しでも車に散布しない。

以上のことによりこのようなセンサー設置をします。

※本散布装置が、人車センサーにより散布剤制御可能

なのは自動散布時のみです。

手動散布時には、人車センサーは作動しませんので

注意して下さい。

また、自動散布を開始してしまうと途中で散布を停止

させる事は出来ません。

12m 

。
課
題
梓
指

A
u
t
p
M
W
〉
昌
二
為
川
町
，
〈
。
坤
」
F
劃
軍
駐
L
ド

'
J
M
H

」
持
握

A
W
4
二
u-ni
ベp
f
M
耐
，
〈
リ
-
園
躍
尿
餐
半
入

N
T
Sリ

F=約10m

(
困
揺
持
語
科
脳
)

E

D
円

E 
Cコ
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人・車センサー オプション編

[3]センサー調整方法
(1)検知したい物体(人・草)の方向にセンサーを向け、

センサーの高さ、角度を調整してください。
高さ調整ボルト

(2)散布装置のタイムスイッチを動作チェックモードに

して、センサー側へ電源(24V)を供給してください。

角度調整ボルト

動作チェックモード

表示窓に何も表示していない状態で「チェック」キー

を押したまま「ウェイクアップJキーを3秒以上押し続
けます。警報灯が点灯して、警報音が鳴ります。

表示窓に現在のバッテリの電圧を表示します。

バッテリの電圧が22V未満になると、ONタイマ 、OFF
タイマ の下のランプが点灯した場合はバッテリの交換

または、充電をしてください。

表示窓にパ、ソテリ充電値が表示された状態でセンサーに

電源 (24V)が供給されます。

。回ふれる!拘刷
。厘圃

71171図園田町両
ド7開 ドヴ閉 ンヤツ空間 シャツ空間 メイン j

何
人
伝
い
問
。

俳¥一昨
O

一

5
0

一

4
0

竺

3
0

作乞
2
0

側ゴ
v
O

(3)センサーの感度調整は、センサー前方に手をかざす

ことによりセンサー後方にあるLEDが点灯します。

LEDが点灯しない場合は、配糠を確認してください。

センサー下部の感度調整ボリュームをドライパ に

て回転させることにより感度を調整してください。
感度調整
ボリューム

調整の目安

何も検知しない状態(人や車の侵入が無く、草木等の揺れが

全くない状態)でLED1(緑色)が時々点灯するように調整すると良い。そうする事で草木の小さな揺らぎ程度では、

LED2 (黄色)まで点灯し、人・車の侵入でLED3(赤色)が点灯するO

注意:常にLED3(赤色)が点灯していると散布装置が全く作動しなくなるので、注意してください。

ボリューム調整は必要以上に力を与えないて、ください。ボリュームが破損してしまう恐れがあります。

水滴がセンサ 内部に入ってしまうと、基板が破損してしまいます。雨の日、雪の日の調整はしないで、ください。

信号出力(白)

センサー後部、 LED配置図

(4)センサーの調整が終了したら、「ウ工イクアップ」キーを3秒以上押し続けてチェックモードを終らせます。
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2.設置掲示板

走行車両や歩行者にあらかじめ散布装置が設置されていることを知らせるための

看板であり、「凍結防止剤散布中につき注意」の旨が記入されています。
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[3]ボックスカバー

コントロール部の操作および散布装置吊り上げ時に聞きます。

[4]コントロール部

各種設定を入力します。

[5]警報灯

ボックス力パー後面にパイプを介して縦向きに取付けられて

おり作動は標準仕様と同じです。
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4.装置の吊り上げ方法

A 警告 I 

吊上げに使用するワイヤロープやシャツクル等の吊り具は、装置の質量(重量)に対して、十分強度のあるも

のを使用してください。機械の質量(重量)は、「諸元編」の項を参照してください。

以下の手順で示す方法以外で装置を吊上げないでください。用上げ.時にバランスを崩したり装置の損傷につな

がる恐れがあります。

アドバイスト
クレーンを使用して装置を吊り上げ作業する人は、次の資格を取得した人でなければいけません。

使用するクレーンに適用されるクレーン運転のための資格。

玉掛け作業に関する特別の教育。

装置を吊上げるときは、バッテリーとバッテリー配線を装置から取り外してください。

吊り具と装置との接触部には、必ず当て物を入れてください。

[1 ]機械を吊り上げるときは、地盤の堅い平坦な所でつぎのように行ってください

(1)バッテリー配線を取り外し、パ、ソテリーをケースごと装置から十

分に離してください。

(2)ボックス力パ の止め異をタトし、ボ、ソクス力パー 全体を外側に

回転させてください。

(3)アン力ボルトに締結しているボルトを全て取り外してください。

(4)装置側面両側にあるゴムキャップを外し、付属のアイボjレ卜 を

ねじ込んで取付けてください。

(5)アイボルト (2ヶ所)に吊り異 を取付け、吊り異と装置との接

触部に当て物を入れてください。

(6)装置が地面から離れた直後(地切り)に一旦停止し、装置が安定

してからゆっくりと吊り上げてください。

(7)吊り上げたとき、用り異が確実に掛かっているか当て物がずれて

いないか点検し、異常があれば装置を降ろして玉掛けをやり直し

てください。

(8)吊り上げ終了後、ゴムキャップを取り付け、ボックス力パ を

格納し、止め異で固定してください。

5.積載時の注意

2 

装置のトラック等への積み込み、積み降ろし作業は、平坦で地盤の堅いところを選んでください。また、路肩

との距離を十分にとり、車輪に輪止めをしてください。

積載中は誘導者を配置してください。

[1 ] トラックの所定位置に積載後、装置をつぎの要領で固定してください。

(1)輸送中、装軍が動かないようにアイボルトにチェーンまたはワイヤロープを掛けて固定してください。
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